
有限会社オクダー奈良支店 Yagyu travelの紹介
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有限会社オクダ 代表取締役 奥田暢子

株式会社をくだ屋技研（荷役運搬機械および環境機
器製造販売）のグループ会社として、1989年2月22日
に有限会社オクダを設立、貸工場業・社員寮管理運
営を行う。

2004年3月2日旅行事業部 IME‐tripをスタート。
(大阪府知事登録3‐2265号)
グループ会社の渡航業務及び
インセンティブツアーをサポート。

2013年 小グループ対応のインバウンド
ツアーも行う。

2018年3月20日奈良市柳生にて奈良支店
Yagyu Travelをスタート。

トラベルコンシェルジュとして、コンセプトのある旅、
“Create your travel. To be your partner.”をスローガン

として、お客様と共に作るハンドメイド旅行をプロ
デュース。良き日本メイドインJAPAN、上質の旅をお
客様へご提案。

グループ会社:株式会社をくだ屋技研/OPK Inter‐Corporation. Sdn, Bhd(Malaysia) /常州鴎琵凱搬運机機有限公司(中国)

１．有限会社 オクダ 企業概要



２．柳生茶屋・・・「現場主義」 黒田 篤史の紹介

＜経歴＞
○株式会社 エイチ・アイ・エス（旅行業） 1997年～2003年〔約7年〕

○株式会社 シー・エヌ・ディ（経営コンサルタント業） 2003年～2014年〔約11年〕

○奈良市東部地域おこし協力隊 2014年9月～2017年8月〔3年〕

＜現在＞ 2017年9月～

○㈲オクダ Yagyu Travel 奈良支店長 2018年3月～現在

○柳生観光協会 事務局長 2017年9月～現在

○柳生茶屋 店主 2016年10月～現在

・奈良市の隠れ里 Nyu farm 実行委員会 理事 2015年2月～現在

○岡山県勝央町「しょうおう志援協会」 事務局長 2016年10月～現在

・2016年10月協会設立 コーディネーターに着任、2017年5月末 設立総会
・2017年9月より事務局長として、全体の運営を支援

○株式会社勝央体験ファクトリー 顧問 2017年4月～現在

・水都ＯＳＡＫＡ 水辺のまち再生プロジェクト 2014年4月～現在 3
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他地域などへのコンサルティング＆地域コーディネート
柳生と他地域との連携 例）岡山県＆起業家支援

コンセプト：都市農村交流・観光拠点

柳生茶屋を起点として、都市と農村の
人々が交流を図り、人口減小、雇用、活
性化など様々な問題・課題の解決につ
ながる拠点とする。

３．柳生茶屋 都市農村・観光交流拠点事業
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＜主な事業＞

食堂事業

レンタルスペース事業

旅行業

コンサルティング＆
地域コーディネーター事業

土日月の営業、団体予約での食事提供

柳生茶屋でのワークショップ・会議・イベントスペースとし
ての“場”の提供

第三種 旅行業としてのツアー企画、旅行手配
レンタサイクル事業-笠置等との連携



４．柳生茶屋が目指すもの ～ローカル ＤＭＯ/ＤＭＣ～

食堂

農
家
民
泊

外部サ
ポータ
（ご縁）

レンタ
ルス
ペース

行政

柳生茶屋

旅行・
観光関
連企業

柳生観光協会
柳生菖蒲園復
活プロジェクト

地元企業
Ｎｙｕ ｆａｒｍ
実行委員会

各種団体 地域プレイヤー

地元との連携
（柳生ブランドの開発、イベント企画等）

「飲食」「旅行」「交流拠点」「コンサルティング」をワンストップで運営
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旅行業
（奈良
支店）

経営コ
ンサル
ティン
グ

有限会社
オクダ

奈良支店として提携

・地域コーディネーター
・経営コンサルティング
・企画・営業支援

観光
促進

雇用
促進

交流
人口増

連係



５．旅行業の位置づけと着地型旅行・募集型企画旅行の違い
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募集型
企画旅行
契約

受注型
企画旅行
契約

手配旅行
契約

他社募集
型企画

旅行代売 該当事業者

海外 国内 海外 国内 海外 国内 海外 国内

第一種旅行業 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
ＪＴＢ、近畿ツーリストなどの大
手企業

第二種旅行業 × ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
奈良県ビジターズビューロー

第三種旅行業
（市＆周辺区域）

× ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
㈲オクダ‐奈良支店
Yagyu Travel

地域限定旅行業
（市限定）

× ○ × ○ × ○ ◎ ○
奈良市観光協会

運送、宿泊（旅行業法適用）
着地型旅行

（旅行業法適用外）

募集型企画旅行業契約（旅行業法適用）

第三種旅行業を取得するメリット

着地型ツーリズムの企画・主催
インバウンド促進
国内・海外旅行の手配が可能



６－（１）．日本国内・・・これまで経験した旅行テーマ、次回希望したいテーマ

癒しの旅

病気回復や健康の維持・

向上のための旅

大自然の魅力を味わう旅

アウトドア体験を楽しむ旅

農業体験の旅漁業体験の旅

ものづくりの現場見学

歴史的遺産を訪問

歴史のある街並みなどを

訪れる旅
世界遺産を訪問する旅

スポーツ活動を楽しむ旅

スポーツ観戦を楽しむ旅
ロケ地を訪問する旅

祭・伝統芸能鑑賞

博物館や美術館を訪問

する旅

創作体験の旅

地域の食文化を楽しむ旅

子供の交流プログラム参加

季節の花をたずねる旅

ボランティア活動

自分の関心のあるテーマ

を実現する旅
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これまで経験した旅行テーマ

→心をテーマにした旅
例）森林セラピー、パワースポット巡り等

→地域の食・文化・体験の旅

出所：「レジャー白書2015」公益財団法人日本生産性本部

癒やし・地域の食・文化を体験する旅行を望む。もう観光スポット巡りの時代じゃない！！
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７－（２）．訪日外国人・・・今回の旅行で期待したいこと、次回期待したいこと

出所：「レジャー白書2015」公益財団法人日本生産性本部

日本文化を深く知る・感じる旅行にシフト！ 奈良市内観光よりも田舎体験へ

日本食を食べること

日本の酒を飲むこと（日

本酒・焼酎など）

旅館に宿泊

温泉入浴

自然・景勝地観光

繁華街の街歩き

ショッピング

美術館・博物館

ゴルフ

テーマパークスキー・スノーボード

舞台鑑賞

スポーツ観戦

自然体験ツアー・農漁村

体験

四季の体感（花見・紅葉・

雪など）

映画・アニメの地を訪問

日本の歴史・伝統文化体

験

日本の現代文化体験

（ファッション・アニメなど）

治療・検診
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今回期待したい事

→日本の文化を深く知る・感じる事にシフト

→いわゆる有名スポットは
１回の訪問で終了

まとめ
・日本人、訪日外国人ともに、史跡・名勝観光から→体験へ、
都市部観光から→田舎（日本の伝統文化）へ

・日本文化の発祥である奈良の魅力を発掘することが奈良観光促進につながる
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“点”ではなく大和高原全体での “面”での観光戦略が必要 （各市町村により強みの時期が違う）

８．大和高原エリアの観光シーズン



ＪＡっｂＪＡっｂ

参考１：「心理化市場」の構造
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自分

メディケーション
（瞑想）

マツリ（祭り、奉り）

コミュニティ（地域文化共同体）ドメスティック（家庭）

グリーニング

ネイチャリング

カタルシス（情念解放）

（出所：最小単位の市場戦略）

真
（学問）

善
（道徳）

美
（芸術）

芸術宗教

哲学哲学 思想

マクロビオティック（宇宙一体食）

ドラマツルギー（劇性）

リラクゼーション

レス（引き算、無）

地域

歴史

自然
エコロジー

スペクタクル（壮観）

カリスマ

セラピー

エクスタシー
（至高体験）

トラディション
（伝統）

スタイライ
ゼーション
（様式化）
シャーマニズム

アドベンチャー

ミラクル（奇跡）

パーソナル・
アイデンティファイ

アルスタード・ステート
（意識変容）

フリー（自由、解放）

クリエーション
（創造）

生命へのシンパシー
共生、循環、環境、持続、倫理、道徳、全
体、有機、宇宙

他者へのシンクロニシティ
共感、共鳴、同感、同情
憐慰、思慕、愛情、哀惜
哀歓、友情、友愛、親密
思い出、郷愁、哀愁
仲間、同士、同好、結社
連帯、同人、友人、親友
家族、血縁、地縁、同郷
同族、同校、故郷、エリア
コミュニティ

自己へシンクロニシティ
自己充足、自己回帰、自己納得
自己確認、自己発見、自己実現
自己表現、自己願望、自己求心
自己具現、自己充実、自己陶酔
自己発現、自己憐慰
孤独、孤高、孤立、拒絶

自己活動へのダイナミズム
年商、有機、情熱、目標
目的、達成、完成、完全
完遂、成就、自由、奔放
自立、実現、具現、固有
個性、独自、独善、独創癒し

ＨＥＡＬＩＮＧ



参考２：癒しへの影響力ー環境＋条件＋ホスピタリティ
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癒し
ほぐれる→前向きな気持ち

笑顔、気配り ペット・ぬいぐるみの存在

家族・家の存在

若者 同世代とのかかわり

癒されるためには 世代の特徴

不安・緊張
ストレス

日常行動の参加

若者 日常の営み

自然とのふれあい

いっしょにいる

高齢者 自然との触れ合い

態度

気持ちを汲む

やさしい言葉がけ・励まし

支持

言葉

（出所：「癒し」の認識－高齢者・中年・若者の比較－ 吉備国際大学）



教育
プログラム

社会

自分

自然 経済

感

心

体

技

＜五感＞
視覚・聴覚
嗅覚・味覚

触覚

知識
スキル

フィジカル
体力

メンタル
精神力

モチベーション

参考３：田舎と都会の“生命バランス”（黒田仮説）

「心」「技」「体」「感覚（気）」のバランスが崩れた時に生命の危機が訪れる。
大和高原地域は生命バランスを回復させる“場”
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生命

田舎
（右脳的）

都会
（左脳的）



農家
民泊

教育・
交流
プログ
ラム

農業
体験

自然
体験

歴史・
文化
体験

工芸
体験

剣道体験、書道体験
歴史講座、茶道体験
柳生新陰流体験
座禅、おくどさん体験
鍛錬道場見学
餅つき体験
料理づくり

鮎のつかみ取り
菖蒲園の水生生物観察・草引き
デイキャンプ

田植え、蕎麦の種まき炭
焼き、芋堀り、茶摘み
リンゴ狩り、イチゴ収穫、
きこり、椎茸の植菌・収穫

障害者のためのお話会
田舎暮らしワークショップ
遺伝子組み換え映画上映会
オイリュトミー
マナー講座
チームビルディング

竹籠づくり、箸づくり、陶芸、
草木染め、フラワーアレンジメ
ント、木工体験、ベンガラ染め

ヘルス
ケアプ
ログラ
ム

アロマ、ヨガ、５リズムダンス
酵素づくり
発酵食品づくり
（味噌、キムチ、漬け物等）

スポー
ツ体験

観光

柳生観光・神野山観光
笠置観光・石仏巡り
パワースポット巡り
オリエンテーリング

レンタサイクル
キャンプ、カヌー、ボルタ
リング（笠置町と連携？）

９．これまで実施した体験メニュー
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※色のついいている内容はそれぞれ
「柳生茶屋」「Ｎｙｕ farm」「公民館」
などで実施した内容。
黒字は考えられるメニュー



１０． 丹生町の歳時記とＮｙｕ ｆａｒｍの体験メニュー（例）
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１２月 １月

２月

３月

４月

５月

６月７月

８月

９月

１０月

１１月

◎新茶 茶摘み体験
◎心田の茶会（十六夜山荘）

◎紅茶づくり体験
茶摘み体験

◇宵宮祭・例祭
◎ほうじ茶づくり体験・
茶摘み体験

◎心田の茶会（十六夜山荘）
◎蕎麦の収穫

◎稲刈り体験
◎心田の茶会（十六夜山荘）

◎田植え体験

◎おもちつき
◇子供会によるウラ
ジロの採取と販売

季節に応じた、イベントや体験メニューを提供

◎味噌づくり体験
◎酒粕を使った料理教室
◎蕎麦作り体験

◎山体験（木の伐採、薪割
り）

◇丹生町夏祭り

◇歳旦祭
◇とんど

◇祈年祭
◎心田の茶会（十六夜山荘）

◎蕎麦の種まき



１１．江戸260年を支えた「剣聖の里柳生」観光と体験

〇天乃岩立神社

〇十兵衛杉

〇正木坂剣禅道場

〇日本刀鍛錬道場〇柳生藩陣屋敷跡 〇旧柳生藩家老屋敷
え

〇芳徳禅寺〇一刀石

〇柳生一族の墓
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柳生一族にゆかりの観光スポットが近くにございます。



参考１：体験を通じたインバウンド促進

16

＜２０１５年５月１６日 アメリカ人 茶摘みとお茶づくり体験＞

＜２０１５年７月２８・２９日 スウェーデン人
柳生観光とお茶事体験・丹生町内散策＞

＜２０１５年３月９日 中国人 お寿司と天ぷらづくり
体験＞
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＜２０１５年１２月１日 タイ人 お茶事体験＞

＜２０１６年７月２８・２９日 スウェーデン人
柳生観光とお茶事体験・丹生町内散策＞

＜２０１５年９月２８日 タイ人（エア・アジア広報担当）
芋掘り体験＆神野山観光＞
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参考２：2018年6月10日（日） 堺中ロータリークラブ
Ｎｙｕ ｆａｒｍの里山体験

雨にもかかわらず41名のお客様が参加。参加者全員で、①茶摘み、②お茶会、③紅茶づく
り、④うどんづくり、⑤ピザづくりを行い。昼食を食べました。体験後は柳生花菖蒲園観光を
しました。
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参考３：2018年6月18日～20日 マレーシア家族
Ｎｙｕ ｆａｒｍの里山体験

１日目は地震のため到着が遅れましたが、茶摘み・手もみ茶体験。夜は蛍鑑賞
２日目は朝から神野山を観光後、天ぷら・うどんづくり体験。

午後から和菓子づくりとお茶会体験を行いました。
３日目は柳生観光。


